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日本工業大学　平成25年度入試日程

入試種別 日　　　　程
特別奨学生入試

[筆記試験、調査書      ]および面接による選考  

第 2期
出願期間 1/ 7（月）～1/25（金）　 奨学生には、1年次の

学費の半額を免除試験日 1/31（木）～2/  2（土）　本学（都合のよい1日を選択）

一般入試

一般入試Ａ 一般入試Ｂ
出願期間 1/ 7（月）～1/25（金）　 2/ 1（金）～2/14（木）　

試験日
[本学・東京会場は試験日自由選択制]

1/31（木）  本学・郡山・水戸・高崎・千葉・東京・金沢・静岡
2/19（火）　本学・東京2/ 1（金）  本学・仙台・東京・新横浜・新潟・長野

2/ 2（土）  本学・宇都宮・柏・東京

センター利用入試 センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ
出願期間 1/ 7（月）～1/28（月） 2/ 1（金）～2/14（木） 2/18（月）～3/ 6（水）

ＡＯ入試
・AOエントリー入試
・AOコーディネータ入試

第3期 第4期 第5期
エントリー入試のエントリー期間 10/10（水）～11/20（火） 11/22（木）～12/11（火） 1/11（金）～3/ 4（月）
コーディネータ入試の申込期間 平成25年2月28日（木）まで、随時受付
面談・面接等 書類受理後に連絡
出願期間 11/30（金）～12/13（木） 1/ 4（金）～1/ 9（水） 2/18（月）～3/ 8（金）
選考 書類審査等
合格発表 12/22（土） 1/18（金） 3/16（土）

日本工業大学　工学部　   
●機械工学科　●ものづくり環境学科　●創造システム工学科　●電気電子工学科　●情報工学科　●建築学科　●生活環境デザイン学科

　

今
年
も
若
杉
祭
の
時
期
が
や
っ
て
き
た
。

改
修
工
事
の
た
め
に
体
育
館
が
使
用
で
き

な
い
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、準
備
に
多
少

の
遅
れ
が
出
て
し
ま
っ
た
。し
か
し
、こ
う

し
て
無
事
に
開
催
で
き
る
の
は
、協
力
し

て
く
だ
さ
る
大
学
関
係
者
や
学
生
自
治
会
、

参
加
団
体
の
方
々
、ま
た
、近
隣
地
域
の
皆

様
の
多
大
な
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
、

我
々
大
学
祭
実
行
委
員
会
一
同
、心
よ
り

感
謝
し
て
い
る
。

　

さ
て
、今
年
の
若
杉
祭
の
テ
ー
マ
は「
若

過
ぎ
魂（
ｓ
ｏ
ｕ
ｌ
）」で
あ
る
。ご
来
場
の

皆
様
は
も
ち
ろ
ん
、参
加
団
体
や
大
学
関

係
者
の
方
々
、そ
し
て
当
委
員
会
の
委
員

全
員
が
、若
人
で
あ
る
学
生
の
魂
を
五
感

で
感
じ
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
意
味
の
込
め
ら
れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

そ
の
魂
を
心
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、こ
れ
ま
で
準
備
を
し
て

き
た
我
々
に
と
っ
て
は
大
変
光
栄
な
こ
と

で
あ
る
。

　

企
画
と
し
て
は
、毎
年
恒
例
の『
秋
の
か

ら
っ
風
こ
ん
さ
ぁ
と
』に
は
、昨
年
の
レ

コ
ー
ド
大
賞
新
人
賞
を
受
賞
し
た「
Ｓ
Ｕ

Ｐ
Ｅ
Ｒ
☆
Ｇ
ｉ
Ｒ
Ｌ
Ｓ
」が
登
場
。そ
の
他

に
も
、お
笑
い
芸
人
や
自
治
会
企
画
ラ
イ

ブ
な
ど
豪
華
企
画
の
連
続
で
あ
る
。子
供

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
企
画
や
、豪
華

景
品
が
当
た
る
恒
例
の
抽
選
会
な
ど
も
用

意
し
て
い
る
の
で
、是
非
と
も
足
を
運
ん

で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員
長　

道
下
渉

11
月
２
日（
金
）〜
4
日（
日
）の
3
日
間
、
第
44
回
若
杉
祭
が
開
催
さ
れ
る
。
会
期
中

に
は
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
建
築
設
計
競
技
表
彰
式
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
工
業

技
術
博
物
館
の
特
別
展
な
ど
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
大
学
を
あ
げ
て
の
多
彩
な
催
し
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

日
本
工
業
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
博
士
前
期
課
程
は
、
平

成
25
年
度
か
ら
工
学
部
の
「
機

械
シ
ス
テ
ム
学
群
（
機
械
工
学

科
、
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
、

創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）」、「
電

子
情
報
メ
デ
ィ
ア
学
群
（
電
気

電
子
工
学
科
、
情
報
工
学
科
）」、

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
群
（
建
築

学
科
、
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学

科
）」
の
3
学
群
を
ベ
ー
ス
と

し
た
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
、

電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻
、

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
を
新
設

し
、
ま
た
、
近
年
の
地
球
環
境

と
人
間
社
会
を
持
続
的
に
調

和
・
共
生
さ
せ
る
た
め
の
系
統

的
な
技
術
開
発
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
科
横

断
的
な
環
境
指
向
の
専
攻
と
し

て
、
環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専

攻
を
設
置
し
、
4
専
攻
体
制
に

改
編
す
る
。

　

新
し
い
大
学
院
工
学
研
究
科

で
は
、本
学
の
理
念
で
あ
る「
実

工
学
教
育
」
の
深
化
を
め
ざ
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ベ
ー
ス
ド
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
を
本

格
的
に
取
り
入
れ
、
課
題
発
見

能
力
や
問
題
解
決
能
力
を
養
う

実
践
的
な
教
育
を
展
開
す
る
。

　

1
年
次
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
科
目
を
中
心
と
し
て

専
門
領
域
を
横
断
す
る
形
で
幅

広
い
分
野
を
学
び
、
2
年
次
で

は
、
分
野
ご
と
で
構
成
さ
れ
て

い
る
専
門
領
域
を
学
修
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
修
得
と
専
門
教
育
に
よ

り
、
知
識
の
有
機
的
な
融
合
と

応
用
力
を
養
成
し
、
最
終
的
に

は
修
士
論
文
・
設
計
を
完
成
さ

せ
る
こ
と
と
な
る
。

　

今
回
の
大
学
院
工
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
の
改
編
に
よ
る

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
導
入
に
伴
い
、
実
践

的
な
技
術
を
修
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
工
学
研
究
科
専
用

の
研
究
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
も
図

っ
て
い
く
。

（上）W2棟の模型　（左下）7/25に行われたW2棟の起工式　（右下）9/25に行われた東門開通式

　

平
成
24
年
度
秋
季
学
位
記
授

与
式
・
留
学
生
別
科
修
了
証
書

授
与
式
及
び
秋
季
入
学
式
は
、

本
年
度
よ
り
同
日
で
の
挙
行
と

な
り
、
9
月
20
日
（
木
）
に
本

学
14
号
館
5
階
会
議
室
で
執

り
行
わ
れ
た
。

　

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
留
学

生
別
科
修
了
証
書
授
与
式
は

9
時
30
分
に
開
式
と
な
り
、
こ

の
日
卒
業
（
修
了
）
し
た
の
は

学
部
58
名
、
大
学
院
博
士
前
期

課
程
1
名
、
留
学
生
別
科
（
半

期
含
む
）
6
名
の
合
計
65
名
。

波多野学長から代表者に修了証書が授与された

来
賓
と
し
て
柳
澤
章
副
理
事
長
、

田
代
公
男
後
援
会
会
長
、
土
井

嘉
豊
工
友
会
会
長
、
吉
田
忠
雄

駒
場
高
校
・
中
学
校
長
を
迎
え

た
ほ
か
、
多
数
の
父
母
、
教
職

員
が
出
席
し
た
。
波
多
野
学
長

の
告
辞
で
は
「
ど
ん
な
困
難
な

状
況
に
あ
っ
て
も
、
君
な
ら
で

き
ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
下
さ

い
。」
と
卒
業
・
修
了
生
に
エ

ー
ル
を
贈
っ
た
。

　

続
い
て
、
正
午
よ
り
秋
季
入

学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
た

び
新
た
に
学
生
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
は
学
部
5
名
、
大

学
院
博
士
前
期
課
程
6
名
、
博

士
後
期
課
程
1
名
、
留
学
生
別

科
9
名
の
合
計
21
名
。
新
入
生

の
う
ち
多
く
は
本
学
の
協
定
校

な
ど
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
で

あ
る
。
本
学
で
の
4
年
間
を
大

切
に
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
。

第44回若杉祭 若過ぎ魂（soul）11/2（金）▶4（日）

今年もバラエティに富んだ模擬店、ステージ企画、各サークルの発表など、多くのイベントが繰り広げられる

卒業生の集い
ホームカミングデー

　今年で13回目を迎えるホームカミングデー
が、11月３日(土)に開催される。全卒業生が
対象であるので、これまで参加頂けなかった
皆さんも参加いただきたい。また、研究室OB
会参加の皆さんにも懇親会へ参加願いたい。
卒業生同士、および恩師との交流の場となる
ことを期待している。当日は、博物館・各セン
ターを中心とした学内見学ツアー、懇親会を
行う。変貌を続ける大学を体感してほしい。

（ホームカミングデー実行委員会）

懇親会の前には、学内見学ツアーも実施（昨年の様子）

秋
季
学
位
記
授
与
式・
入
学
式
を
挙
行

 

大
学
院 

4
専
攻
に
改
編

平成24年夏季の主な建設工事の状況
は、次の通りである。
①東門等改修工事。「後援会」の助成を得
て、学友門から続く万年塀のフェンス化、
東門とバイク駐輪場入口を一新。さらに、
南東門の新設を行い、歩行者とバイク・
自転車通行の安全向上を図った。今後は、
周辺の緑化整備を行っていく。
②生活環境デザイン学科棟（W2棟）の
新設工事（鉄骨造２階建／延床1303.31
㎡）。新棟は、研究室をはじめ学生実験や

多様な研究が可能な設備類を備えている。
平成25年2月末竣工予定。
③地域避難場所となっている体育館改修
工事準備のために解体工事を開始。耐震
補強とともに、アリーナの拡張、2階ト
レーニングルーム・観客席設置、健康管
理センターの増床、バリアフリー化等、
機能と安全の向上を図る。本年度末の完
成を目指す。なお、本工事は文部科学省
の助成を一部受ける予定である。

工
学
研
究
科
・
博
士
前
期
課
程

平
成
25
年
4
月
入
学
者
よ
り

■
環
境
共
生
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

■
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

■
電
子
情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
専
攻

■
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻

キャンパスリニューアル
W2棟の起工式、東門開通式を実施

社会人大学院生　募集（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
本学で先端技術研究の取り組みを

◆ 大学院工学研究科　
博士前期課程　 ＊環境共生システム学専攻　＊機械システム工学専攻　＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻
博士後期課程　 ＊機械工学専攻　＊電気工学専攻　＊建築学専攻　＊システム工学専攻　＊情報工学専攻
■平成25年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

日程
出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集 平成25年2月5日～2月12日 2月22日 3月4日 平成25年3月11日

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係　TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp
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日 本 工 業 大 学 通 信（2） 平成24年11月1日発行 第179号

　

私
は
一
年
生
で
す
が
28
歳
で

す
。普
通
科
の
高
校
を
二
度
中

退
し
、会
社
員
を
し
て
い
ま
し

た
が
、退
職
後
職
業
訓
練
校
に

通
い「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
」と
い

う
コ
ー
ス
を
選
択
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
建
築
に
興
味
を
持
ち
、

神
戸
工
業
高
校
に
入
学
し
ま
し

た
。

　

こ
の
学
校
が
建
築
コ
ン
ペ
で

数
々
の
賞
を
取
っ
て
い
る
の
を

聞
い
て
い
た
の
で
、入
学
し
て

す
ぐ
に
建
築
コ
ン
ペ
に
参
加
し

た
い
と
申
し
出
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
最
小
限
住
宅
。今

ま
で
に
な
い
発
想
と
、最
小
限

の
空
間
の
中
に
実
用
性
・
機
能

美
を
盛
り
込
み
、生
活
の
変
化

に
も
対
応
で
き
る
よ
う
な
計
画

が
可
能
か
？
エ
ス
キ
ス
を
進
め

る
ほ
ど
悩
み
ま
し
た
。

　

仕
事
と
学
校
の
授
業
、コ
ン

ペ
と
、睡
眠
時
間
を
極
限
ま
で

削
ら
な
い
と
時
間
の
確
保
が
で

き
ま
せ
ん
。模
型
の
製
作
も
本

当
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
、最
高
の
評
価
を
頂
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。今
後
も
建
築
の
勉
強
に
励

み
、建
築
家
を
目
指
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

1等　貝原 幸一さん受賞作品

　

建
築
を
学
ぶ
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
日
本
工
業

大
学
建
築
設
計
競
技
は
、
今
年
度
で
第
26
回
と
な
る
。
今
回
は
、

審
査
委
員
長
に
建
築
家
の
内
藤
廣
氏
を
迎
え
、「
最
小
限
住
宅
」
を

課
題
に
開
催
。

　

66
校
よ
り
2
4
6
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
入
賞
者
の
作
品
は
11

月
2
日
（
金
）
か
ら
4
日
（
日
）
ま
で
、
本
学
大
学
祭
期
間
中
に

L
C
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
、
4
日
に
は
同
セ
ン
タ
ー
・
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
教
室
で
表
彰
式
と
審
査
委
員
長
に
よ
る
講
評
と
ス
ラ
イ
ド
レ

ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
る
。

人
生
を
変
え
る

建
築
と
の
出
会
い

兵
庫
県
立
神
戸
工
業
高
等
学
校　

建
築
科（
1
年
）

貝
原 

幸
一

　

最
小
限
の
大
き
さ
で
住
ま
う

と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
住
居

が
考
え
ら
れ
る
か
。
こ
の
課
題

は
い
さ
さ
か
難
し
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
と
は
言
い
つ
つ
も
、

今
、
若
い
世
代
に
出
せ
る
と
し

た
ら
こ
の
課
題
以
外
に
は
な
い
、

と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
わ
た
し
自
身
が
悩
み
苦
し

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
と
同
時

に
、
次
の
時
代
を
担
う
若
い
世

代
に
も
自
ら
の
こ
と
と
し
て
考

え
て
も
ら
い
た
い
こ
と
だ
か
ら

だ
。

　

3.
11
で
多
く
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
、
多
く
の
住
ま
い
や
故

郷
が
失
わ
れ
た
。
こ
の
状
況
を

考
え
れ
ば
、
今
こ
そ
住
ま
う
こ

と
の
意
味
や
家
族
の
意
味
を
問

う
こ
と
な
し
に
、
建
築
と
い
う

価
値
を
め
ぐ
っ
て
先
に
は
進
め

な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
私
の

よ
う
な
一
建
築
家
で
あ
っ
て
も
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
建
築
を
目
指

そ
う
と
い
う
若
者
で
あ
っ
て
も
、

ま
っ
た
く
対
等
に
発
言
す
る
権

利
が
あ
り
能
力
も
あ
る
は
ず
だ
、

と
思
い
た
い
。
同
じ
と
こ
ろ
に

立
っ
て
い
る
の
だ
。

　

最
小
限
住
宅
。
こ
の
課
題

に
真
っ
正
面
か
ら
向
き
合
う

と
、
住
宅
の
歴
史
や
み
な
さ
ん

の
両
親
の
世
代
や
祖
父
母
の
世

代
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
曾
祖
父

母
の
世
代
、
つ
ま
り
戦
後
の
住

宅
史
そ
の
も
の
に
目
を
向
け
る

こ
と
に
な
る
。
戦
後
、
半
世
紀

以
上
、
無
数
に
生
み
出
さ
れ
て

き
た
住
ま
い
方
、
そ
れ
に
と
も

な
う
住
宅
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。

3.
11
の
災
害
を
通
し
て
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
未
来
へ
の
希

望
の
手
助
け
と
な
ら
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
ろ
う
と
し
て
い

る
。
家
族
と
は
な
に
か
。
街
と

と
も
に
暮
ら
す
と
い
う
こ
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
も
う

一
度
、
住
ま
う
こ
と
の
原
点
に

立
ち
返
っ
て
、
さ
ら
に
は
、
暮

ら
す
こ
と
の
原
点
に
立
ち
返
っ

て
、
そ
れ
を
み
ん
な
で
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
き
っ
か
け

を
作
る
た
め
に
こ
の
課
題
を
出

し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
予
想
を
超
え

た
す
ば
ら
し
い
提
案
が
数
多
く

あ
っ
た
。
や
は
り
若
者
は
若
者

な
り
に
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。
み
な

さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

内藤　廣
（建築家・東京大学名誉教授）

1950年生まれ。1976年早稲田大学大
学院修士課程修了。フェルナンド・イゲー
ラス建築設計事務所、菊竹清訓建築設
計事務所を経て、1981年内藤廣建築設
計事務所を設立。2001年から東京大学
大学院にて教鞭を執り、教授、副学長を
歴任後、2011年に退官。主な作品に海
の博物館、牧野富太郎記念館、島根県
芸術文化センターなど。

今
こ
そ 

住
ま
う
こ
と
の
意
味
や

家
族
の
意
味
を
問
う

審
査
委
員
長　

内
藤　

廣

入賞者

第4回３Ｄ-ＣＡＤプロダクトデザインコンテスト 第6回マイクロロボコン高校生大会

入賞者
各賞 高校名

奨励学校賞 群馬県立前橋工業高等学校
奨励学校賞 兵庫県立姫路工業高等学校
特別奨励学校賞 宮城県気仙沼向洋高等学校
特別奨励学校賞 福島県立福島工業高等学校
特別奨励学校賞 秋田県立大曲工業高等学校
各賞 名前 高校名

テーマ部門：「ものをきる道具」
最優秀賞 該当なし
特別審査員賞 Future gadget 大阪市立生野工業高等学校
優秀賞 関　陽菜 兵庫県立姫路工業高等学校
優秀賞 林　敏也 徳山工業高等専門学校
優秀賞 田崎　美聖 長崎県立長崎工業高等学校
優秀賞 永谷　祐香里 愛知県立鶴城丘高等学校
審査員特別賞 森田　啓太 日本工業大学駒場高等学校
審査員特別賞 岩岡　澁 群馬県立前橋工業高等学校

各賞 名前 高校名
テーマ部門：「ものをきる道具」
審査員特別賞 長谷川　遥香 日本工業大学駒場高等学校
審査員特別賞 平田　裕樹 岐阜総合学園高等学校
佳作 青木　紗弓 兵庫県立姫路工業高等学校
佳作 黒島　悠里 東京都立総合工科高等学校
佳作 SUNSHINE 福島県立郡山北工業高等学校
佳作 自由課題同好会 長野県箕輪進修高等学校
佳作 狩俣　圭 沖縄県立那覇工業高等学校
佳作 機械技術 2 宮城県工業高等学校
佳作 志賀　華 神奈川県立神奈川工業高等学校
自由デザイン部門：「独創的で楽しい提案」
最優秀賞 機械技術 1 宮城県工業高等学校
優秀賞 保坂　駿 群馬県立前橋工業高等学校
優秀賞 河﨑 正太郎 岐阜総合学園高等学校
優秀賞 中津和紀&山本航 和歌山県立和歌山工業高等学校

競技結果
順位・賞 高校名 操作者 ロボット名

優勝 長野県飯田工業高等学校 市澤　輝之 オイデ
準優勝 東京都立総合工科高等学校 高橋　元 ELEMENT
3 位 秋田県立大曲工業高等学校 三浦　悠也 大曲工Y-2
4 位 秋田県立大曲工業高等学校 佐藤　聖也 大曲工S-3
5 位 長野県箕輪進修高等学校 唐澤　春樹 みのきち４
5位 長野県箕輪進修高等学校 藤沢　誠 Blue
5 位 東京都立総合工科高等学校 澤井　進也 15P
5位 東京都立総合工科高等学校 渡邉　良樹 椎茸
技術賞 群馬県立伊勢崎工業高等学校 飯塚　翔 AHIKN-4
エコロジー賞 埼玉県立狭山工業高等学校 関場　巧 白豆二号
デザイン賞 岩手県立千厩高等学校 村上　翔太 AVS-09
学長賞 秋田県立大曲工業高等学校 佐藤　聖也 大曲工S-1

◯印は共同作品の代表者

第26回日本工業大学建築設計競技

テーマ「最小限住宅」
６６校より２４６作品が応募。１１/４に表彰式を開催。

脱キット、環境への配慮。125台がエントリー。応募総数125作品。テーマは「ものをきる道具」。

1等入賞者コメント

講　評
審査結果 氏　　名 高校・高専名 学科・学年
一　等 　貝原　幸一 兵庫県立神戸工業高等学校 建築科1年
二　等 　髙橋　悠太 埼玉県立熊谷工業高等学校 建築科2年

　大滝　康平 建築科2年
　勅使河原　朔 建築科1年
　高田　彬寛 建築科2年

三　等 　吉田　哲也 富山県立高岡工芸高等学校 建築科3年
審査員賞(内藤廣) 　𠮷川　直輝 国立呉工業高等専門学校 建築科3年
審査員賞(武田光史) 　宮下　成平 山梨県立富士北稜高等学校 建築デザイン系列3年
審査員賞(吉村英孝) 　上原　颯斗 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科3年

佳　作 　商崎　雅人 国立東京工業大学附属科学技術高等学校 立体造形デジタルデザイン科3年
佳　作 　加藤　悠子 愛知県立碧南工業高等学校 建築科3年
佳　作 ○黒木　翔哉 宮崎県立日向工業高等学校 建築科3年

　林　史哲
佳　作 　角谷　初音 愛知県立碧南工業高等学校 建築科3年
佳　作 　芳賀　宗一郎 福島県立会津工業高等学校 建築インテリア科3年
佳　作 　前　尊仁 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科3年
佳　作 　前田　捷斗 青森県立青森工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　赤塚　智佳代 三重県立四日市工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　岡田　嶺芸 愛知県立碧南工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　加藤　涼 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科3年
奨励賞 　草島　うらら 富山県立富山工業高等学校 建築工学科1年
奨励賞 ○古閑　愛美 滋賀県立安曇川高等学校 総合学科3年

　大谷　悠貴
奨励賞 　重巣　陽美 福島県立会津工業高等学校 建築インテリア科3年
奨励賞 　中川　智大 金沢市立工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　中村　琴乃 埼玉県立大宮工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　西山　萌恵 神戸市立科学技術高等学校 都市工学科3年
奨励賞 　古市　かなみ 三重県立四日市工業高等学校 建築科2年
奨励賞 　古橋　毅 愛知県立豊橋工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　松平　力 北海道札幌工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　明神　桃子 北海道札幌工業高等学校 建築科3年
奨励賞 　吉田　若菜 福島県立会津工業高等学校 建築インテリア科3年
奨励賞 ○渡辺　翔太 栃木県立真岡工業高等学校 建設科3年

　中野　成也
　仁平　裕也

奨励学校賞 　福島県立会津工業高等学校　　山形県立山形工業高等学校
　福島県立勿来工業高等学校　　神戸市立科学技術高等学校

　10月14日（日）、本学で第4回3D-CADプロダ
クトデザインコンテストの授賞式が行われた。
　今回、昨年の東日本大震災の大津波で校
舎そのものが無くなってしまった宮城県気
仙沼向洋高等学校の再参加、あるいは放射
線で今も通常の授業が難しい福島県立福島
工業高等学校や福島県立郡山北工業高等学
校の初参加など、全国高等学校からテーマ
部門「ものをきる道具」83作品（25校）、自由
デザイン部門「独創的で楽しい提案」42作

品（13校）の出展があった。授賞式当日は、
森田敏昭氏（東京造形大学インダストリア
ルデザイン専攻領域教授）の講演、入賞作品
全ての造形品が展示された。
　自由デザイン部門の最優秀賞は機械技術
1（代表者：但野正樹君、宮城県工業高等学
校）、また奨励学校賞は群馬県立前橋工業高
等学校ならびに兵庫県立姫路工業高等学校
の2校が受賞した。なお、テーマ部門の最優
秀賞は該当なしであった。

　今回で第6回を迎えたマイクロロボコン高
校生大会。これまでの大会を振り返り、従来
のキットを使い続けても新しい発想が生まれ
難いのではないかという反省から、今回から
脱キットの取組を始めた。
　同時に、昨今の社会や環境を取り巻く様々
な要請に応えるべく、環境やエネルギーにつ
いて配慮できるエンジニア養成の一助となる
よう、これまでの使い捨て電池は禁止として、
充電式の電池やコンデンサを電源に用いなけ

ればならないルールへと変更した。そのため、
参加者の皆さんにはたくさんの苦労があった
ようである。それでも12都府県 18高校 94名 
125台のエントリーをいただき、81台がレギュ
レーションチェックに合格した。最終結果は
表をご覧いただきたい。
　難しくなった反面、今回は技術レベルの高
いマシンが増えたことが実感できる大会とな
った。今後、入門者にもエキスパートにも満足
できる大会へと育て上げていきたい。
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り
、前
年
度
比
二
億
二
千
二
百

万
円
の
増
加
と
な
っ
た
。教
育

研
究
経
費
は
総
額
で
二
十
六
億

一
千
八
百
万
円
と
な
り
、前
年

度
比
二
千
七
百
万
円
増
加
。学

生
へ
の
還
元
を
表
す
教
育
研
究

費
比
率（
別
表
5
ご
参
照
）は
約

三
三
.
三
％
で
あ
り
、全
国
的

に
も
高
い
水
準
を
継
続
し
て
維

持
し
て
い
る
。管
理
経
費
は
総

額
で
六
億
四
千
万
円
、前
年
比

七
千
五
百
万
円
増
加
。ス
ク
ー

ル
バ
ス
等
の
要
因
に
よ
る
も
の
。

三
・
平
成
二
十
四
年
度

　
　

予
算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

　

平
成
二
十
四
年
度
の
全
て
の

資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末
を
示

す「
資
金
収
支
予
算
書
」（
別
表

4
）の
概
略
は
次
の
と
お
り
。主

た
る
収
入
で
あ
る
学
生
生
徒

等
納
付
金
収
入
は
七
学
科
体
制

の
完
成
、翌
年
度
の
大
学
院
改

組
を
意
識
し
つ
つ
、学
生
数
を

厳
し
く
予
測
し
た
予
算
と
し
た
。

補
助
金
は
今
後
も
積
極
的
に
申

請
・
獲
得
を
目
指
す
。

　

教
育
研
究
経
費
支
出
は
直
接

学
生
諸
君
に
係
る
経
費
の
た
め
、

今
後
も
高
水
準
を
維
持
で
き
る

予
算
と
し
た
。施
設
・
設
備
関

係
支
出
で
は
、体
育
館
の
耐
震
・

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
、生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
研
究
棟
の
建
設
、

大
型
設
備
の
更
新
等
を
見
込
む

予
算
と
し
た
。

四
・
む
す
び

　

危
機
管
理
対
策
を
順
次
履
行

し
、キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
の
安

全
性
を
高
め
て
い
く
。又
、七
学

科
体
制
の
完
成
を
受
け
、大
学

院
博
士
前
期
課
程
の
改
組
・
定

員
増
を
図
る
予
定
。引
き
続
き

充
実
し
た
教
育
研
究
を
推
進
し

て
ゆ
く
所
存
。そ
の
た
め
に
は
、

学
生
、ご
父
母
、卒
業
生
の
皆
様

の
ご
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
関
係
各
位
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
る
。

（
財
務
部
）

助
金
の
影
響
も
あ
り
、一
億
六

百
万
円
増
加
し
た
。資
産
運
用

収
入
は
、前
年
度
比
約
二
億
円

の
減
少
。前
年
度
は
債
券
の
早

期
償
還
等
一
時
的
要
因
が
あ
り

増
加
。そ
の
要
因
を
外
す
と
ほ

ぼ
同
額
の
収
入
で
あ
っ
た
。運

用
に
関
し
て
は
引
き
続
き
国
債

を
中
心
に
行
っ
て
い
く
。雑
収

入
で
は
、定
年
退
職
者
等
増
加

の
要
因
が
あ
り
、二
億
二
百
万

円
増
加
し
た
。以
上
の
結
果
、帰

属
収
入
は
前
年
対
比
七
千
五
百

万
円
増
加
し
、七
十
八
億
六
千

七
百
万
円
と
な
っ
た
。基
本
金

組
入
額
と
は
大
学
の
教
育
研
究

環
境
を
永
続
的
に
維
持
向
上
さ

せ
る
た
め
に
不
可
欠
な
資
産
投

資
を
示
し
た
も
の
。

○
支
出
の
部

　

人
件
費
は
退
職
者
要
因
が
あ

外
部
か
ら
の
競
争
的
研
究
資
金

の
代
表
が
科
学
研
究
費
助
成
事

業
（
科
研
費
）
で
あ
る
。
大
学

が
淘
汰
さ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、

高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
外
部
か
ら
も
特
別
講

師
を
招
き
、
さ
ら
な
る
採
択
数

確
保
の
プ
ロ
モ
ー
ト
の
た
め
、

科
研
費
の
現
状
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
採
択
に
結
び
つ
く
申

請
書
作
成
の
注
意
点
や
審
査
の

ポ
イ
ン
ト
を
理
解
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

そ
の
教
育
効
果
を
検
証
し
た
成

果
が
披
露
さ
れ
た
。

９
月
４
日
（
火
）
第
34
回

「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
獲

得
に
向
け
て
」

　

近
年
、
様
々
な
場
面
で
大
学

の
評
価
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
の
評
価

項
目
と
し
て
、
外
部
か
ら
の
競

争
的
研
究
資
金
の
獲
得
額
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

大
学
教
員
の
研
究
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
を
示
す
指
標
と
な
る
こ

と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
の

8
月
2
日
（
木
）
第
33
回

「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
制
度
を
活

用
し
た
教
育
改
革
」

　

機
械
工
学
科
が
、
日
本
技
術

者
教
育
認
定
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ

Ｅ
）
の
認
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
実
践
機
械
工
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
、
昨
年
11
月
の
現
地

審
査
を
経
て
、
今
年
6
月
に
正

式
に
認
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
そ

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
内
で

理
解
共
有
し
、
今
後
の
学
内
に

お
け
る
教
育
に
活
か
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
は
、
国
際
的
に
通
用

す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
生
み
出
す

た
め
に
、
そ
の
教
育
に
も
国
際

的
に
通
用
す
る
質
保
証
の
裏
付

け
が
必
要
と
の
主
旨
か
ら
、
大

学
で
の
技
術
者
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
評
価
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
た
。
こ
の
認
証
を
受
け
た
こ

と
は
、
機
械
工
学
科
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
国
際
的
に
も
通
用

す
る
質
の
高
い
も
の
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
担
当
教
員

か
ら
、
認
証
へ
向
け
た
具
体
的

な
教
育
内
容
の
説
明
が
あ
り
、

９
月
13
日
（
木
）
第
35
回

「
大
型
設
備
導
入
に
よ
る
教
育

研
究
の
進
展
」

　

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
教
育
研

究
の
充
実
の
た
め
に
、
毎
年
、

教
育
研
究
用
大
型
設
備
の
導
入

を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
設

備
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
そ

の
後
の
設
備
の
活
用
状
況
に
つ

い
て
は
検
証
が
行
わ
れ
て
き
て

い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回

は
、
平
成
18
・
19
年
度
に
導
入

　

免
許
状
更
新
講
習
は
、
7
月

30
日（
月
）か
ら
8
月
3
日（
金
）

の
5
日
間
実
施
し
た
。小
学
校
・

中
学
校
・
高
等
学
校
等
の
現
職

教
員
93
名
が
受
講
し
、
う
ち
39

名
は
本
学
卒
業
者
で
あ
っ
た
。

遠
方
の
秋
田
県
・
福
島
県
・
山

口
県
か
ら
も
多
く
の
卒
業
生
が

受
講
し
て
い
た
。
今
年
度
も
受

講
者
は
、
定
員
を
超
え
た
が
、

さ
れ
た
大
型
設
備
の
中
か
ら
3

件
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
得

ら
れ
た
成
果
を
中
心
に
担
当
教

員
か
ら
報
告
を
受
け
た
。

全
員
を
受
け
入
れ
た
。

　

講
習
は
、
必
修
講
習
と
選
択

講
習
を
開
設
し
た
が
、
選
択
講

習
7
講
座
の
中
で
、
受
講
者
の

多
か
っ
た
科
目
は
、「
バ
イ
オ

マ
ス
と
環
境
技
術
」、「
最
新
の

ナ
ノ
テ
ク
技
術
」、「
放
射
線
の

種
類
と
そ
の
性
質
」
で
、
環
境

問
題
及
び
先
端
技
術
へ
の
関
心

が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
講
習
が
、
大
学
と
教
育
現

場
を
結
ぶ
架
け
橋
と
な
り
、
学

問
研
究
の
進
展
と
実
践
的
指
導

力
向
上
と
い
う
双
方
に
と
っ
て

有
意
義
な
研
修
と
し
て
根
付
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

全
国
工
業
高
等
学
校
長
協
会

主
催
の
夏
季
講
習
は
、
8
月
20

日
（
月
）
か
ら
22
日
（
水
）
ま
で

3
日
間
実
施
し
た
。
全
国
か
ら

7
名
が
参
加
し
た
。

　

本
講
習
は
、
創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
科
中
里
裕
一
教
授
が
中
心

と
な
り
実
施
し
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」
と
「
制
御
機

器
Ｐ
Ｌ
Ｇ
の
講
義
と
実
習
」
を

中
心
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
意

識
し
た
最
新
の
技
術
習
得
で
あ

っ
た
。
オ
ム
ロ
ン
株
式
会
社
の

協
力
も
頂
き
産
学
協
同
の
新
し

い
講
習
会
の
形
態
と
な
っ
た
。

　

最
後
は
、
企
業
と
大
学
と
の

座
談
会
も
盛
り
上
が
り
、
有
益

な
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
工
業
教
育
研
究
所
・
教
職
教

育
セ
ン
タ
ー
）

　

変
革
型
経
営
リ
ー
ダ
ー
は
、

以
下
の
４
つ
の
要
件
が
統
合
さ

れ
て
い
る
事
が
必
須
で
あ
る
。

1
．
自
ら
の
存
在
を
賭
け
、
こ

ん
な
未
来
社
会
を
実
現
し
た
い

と
言
う
〝
ビ
ジ
ョ
ン
〞
や
事
業

家
の
〝
志
〞
が
明
確
で
あ
る
（
自

ら
の
存
在
証
明
）。

2
．
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向

け
確
固
た
る
戦
略
が
描
け
、
そ

れ
が
成
功
の
決
め
手
に
よ
っ
て

裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。

3
．
そ
の
戦
略
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
、
現
場
の
力
を
引
き
出

す
戦
略
推
進
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

過
去
の
成
功
体
験
の
延
長
線

上
に
事
業
の
未
来
が
描
き
切
れ

な
い
変
化
・
変
革
の
時
代
、
今

日
的
な
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
、
今

ま
で
培
っ
て
来
た
組
織
風
土
や

過
去
の
成
功
体
験
に
安
住
す
る

事
無
く
、
そ
こ
か
ら
果
敢
に
脱

却
し
、
徹
底
し
た
顧
客
視
点
で

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
〝
変

革
型
経
営
リ
ー
ダ
ー
〞
と
し
て

活
躍
す
る
事
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
正
に
、
新
た
な
価
値
を
創

造
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
力
量
と
戦
略
性
が
求
め
ら

れ
よ
う
。

が
執
れ
る
。

4
．
そ
の
志
と
戦
略
が
、
数
字

で
表
現
さ
れ
、
自
分
の
言
葉
で

魅
力
的
に
表
現
で
き
る
、
の
4

要
件
で
あ
る
。

　

私
の
担
当
す
る
特
定
課
題
研

究
に
於
い
て
、
院
生
の
諸
君
は
、

上
記
4
要
件
の
同
時
達
成
に
向

け
、
相
互
研
鑽
を
重
ね
て
頂
い

て
い
る
。〝
子
の
成
長
を
心
の
芯

か
ら
願
う
親
の
気
持
ち
〞
を
大

切
に
全
力
で
支
援
し
て
い
る
。

大
き
な
飛
翔
に
期
待
し
た
い
。

（
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
教

授
／
水
澤
直
哉
）

（別表1）資金収支計算書
科目 H23年度 H22年度 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,402,737 6,444,141 △ 41,404
手 数 料 収 入 68,305 62,758 5,547
寄 付 金 収 入 73,495 75,141 △ 1,646
補 助 金 収 入 681,989 575,163 106,826
資 産 運 用 収 入 181,238 374,622 △ 193,384
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 業 収 入 56,956 54,939 2,017
雑 収 入 397,764 194,004 203,760
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 2,154,749 1,983,636 171,113
そ の 他 の 収 入 1,072,929 1,095,363 △ 22,434
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,472,640 △ 2,376,916 △ 95,724
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,975,443 4,182,675 △ 207,232
収 入 の 部 合 計 12,592,965 12,665,526 △ 72,561

単位：千円

支出の部
人 件 費 支 出 3,039,689 2,776,657 263,032
教 育 研 究 費 支 出 1,568,564 1,508,095 60,469
管 理 経 費 支 出 484,319 417,066 67,253
借 入 金 等 利 息 支 出 66,413 80,390 △ 13,977
借 入 金 等 返 済 支 出 396,110 396,110 0
施 設 関 係 支 出 654,311 990,936 △ 336,625
設 備 関 係 支 出 234,046 236,804 △ 2,758
資 産 運 用 支 出 2,034,246 2,108,975 △ 74,729
そ の 他 の 支 出 299,807 297,609 2,198
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 126,006 △ 122,559 △ 3,447
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,941,466 3,975,443 △ 33,977
支 出 の 部 合 計 12,592,965 12,665,526 △ 72,561

消費支出の部
人 件 費 2,955,931 2,733,765 222,166
教 育 研 究 経 費 2,618,464 2,590,948 27,516
管 理 経 費 525,726 450,462 75,264
借 入 金 等 利 息 66,412 80,390 △ 13,978
資 産 処 分 差 額 302,302 62,411 239,891
そ の 他 の 支 出 182,875 187,339 △ 4,464
消 費 支 出 の 部 合 計 6,651,710 6,105,314 546,396
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 786,233 342,098 444,135
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 4,804,044 △ 5,146,142 342,098
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 4,017,811 △ 4,804,044 786,233

科目 H23年度 H22年度 増減
消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 6,402,737 6,444,141 △ 41,404
手 数 料 68,305 62,758 5,547
寄 付 金 97,918 90,966 6,952
補 助 金 681,989 575,163 106,826
資 産 運 用 収 入 161,598 368,483 △ 206,885
資 産 売 却 差 額 0 0 0
事 業 収 入 56,956 54,939 2,017
雑 収 入 398,017 195,508 202,509
そ の 他 の 収 入 0 0 0
帰 属 収 入 合 計 7,867,520 7,791,957 75,563
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 429,577 △ 1,344,546 914,969
消 費 収 入 の 部 合 計 7,437,943 6,447,412 990,531

（別表2）消費収支計算書 単位：千円

（別表3）貸借対照表 単位：千円
資産の部

科目 H23年度 H22年度 増減
固定資産 40,090,349 39,377,256 713,093
　有形固定資産 20,440,396 20,777,443 △ 337,047
　その他の固定資産 19,649,953 18,599,813 1,050,140

流動資産 4,441,641 4,212,500 229,141

合　　計 44,531,990 43,589,756 942,234

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H23年度 H22年度 増減

負債の部 5,969,879 6,243,457 △ 273,578
　固定負債 2,920,448 3,400,316 △ 479,868
　流動負債 3,049,431 2,843,140 206,291

基本金の部 42,579,920 42,150,343 429,577
翌年度繰越消費収支差額 △ 4,017,810 △ 4,804,044 786,234

合　　計 44,531,989 43,589,756 942,233

科目 H24年度 H23年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,920,942 5,993,588 △ 72,646
手 数 料 収 入 47,701 51,551 △ 3,850
寄 付 金 収 入 67,350 67,500 △ 150
補 助 金 収 入 454,030 704,313 △ 250,283
資 産 運 用 収 入 24,500 24,500 0
資 産 売 却 収 入 0 0 0
事 業 収 入 31,078 43,614 △ 12,536
雑 収 入 173,630 350,464 △ 176,834
借 入 金 等 収 入 0 0 0
前 受 金 収 入 1,936,395 1,783,313 153,082
そ の 他 の 収 入 1,648,014 1,339,630 308,384
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,154,748 △ 1,983,636 △ 171,112
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,941,466 3,975,443 △ 33,977
収 入 の 部 合 計 12,090,358 12,350,279 △ 259,921

（別表4）資金収支予算書 単位：千円

科目 H24年度 H23年度 増減
支出の部
人 件 費 支 出 2,868,513 3,115,964 △ 247,451
教 育 研 究 費 支 出 2,372,677 2,108,429 264,248
管 理 経 費 支 出 708,904 608,967 99,937
借 入 金 等 利 息 支 出 52,440 66,420 △ 13,980
借 入 金 等 返 済 支 出 396,110 396,110 0
施 設 関 係 支 出 896,000 1,065,000 △ 169,000
設 備 関 係 支 出 248,836 258,882 △ 10,046
資 産 運 用 支 出 1,357,893 1,828,946 △ 471,053
そ の 他 の 支 出 521,603 432,653 88,950
〔 予 備 費 〕 110,000 110,000 0

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 6,974 △ 11,397 4,423
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 2,564,356 2,370,306 194,050
支 出 の 部 合 計 12,090,358 12,350,279 △ 259,921

主要項目の分析比率（％） H23年度 H22年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 8.7% 7.4% 1.3%
人 件 費 / 帰 属 収 入 37.6% 35.1% 2.5%
教育研究経費/帰属収入 33.3% 33.3% 0.0%
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 6.7% 5.8% 0.9%
借入金等利息/帰属収入 0.8% 1.0% -0.2%
人 件 費 / 学 生 納 付 金 46.2% 42.4% 3.7%

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表

　

第
45
期
決
算
・
第
46
期
予
算

 

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況
に
つ
い
て

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

変
革
型
経
営
リ
ー
ダ
ー
へ
の
飛
翔
を
目
指
し
て

一
・
は
じ
め
に

　

第
四
十
五
期
決
算
、第
四
十

六
期
予
算
が
公
認
会
計
士
及
び

法
人
監
事
の
監
査
を
受
け
、法

人
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認

決
定
さ
れ
た
た
め
、こ
こ
に
財

務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、関
係

各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続
き
の

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

あ
る
。

　

平
成
二
十
三
年
度（
二
〇
一

一
年
度
）に
本
学
が
行
っ
た
主

な
事
業
等
は
次
の
通
り
。

　

●「
平
成
二
十
三
年
度
エ
コ

キ
ャ
ン
パ
ス
推
進
事
業
」補
助

金
を
獲
得
。工
業
技
術
博
物
館

の
屋
根
に
ア
モ
ル
フ
ァ
ス
型
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
、又
、研

究
棟
等
の
空
調
設
備
と
高
効
率

照
明
器
具
を
導
入
・
更
新
し
た

（
約
二
十
％
の
節
電
に
貢
献
）。

　

●
正
面
ロ
ー
タ
リ
ー
の
改
修

を
含
む「
フ
ロ
ン
ト
ゲ
ー
ト
整

備
」を
実
施
。バ
ス
乗
り
場
の
設

置
、通
行
の
安
全
性
の
向
上
を

図
っ
た
。

　

●
昭
和
四
十
七
年
取
得
の
旧

図
書
館
を
解
体
。中
庭
か
ら
Ｌ

Ｃ
セ
ン
タ
ー
ま
で
一
直
線
で
往

来
で
き
る
動
線
を
確
保
、景
観

も
良
と
な
っ
た
。

二
・
平
成
二
十
三
年
度

　
　

決
算
に
つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基
づ

く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は
次
の

三
表
が
あ
る
。

①
全
て
の
資
金
の
流
れ
と
そ
の

顛
末
を
示
す「
資
金
収
支
計
算

書
」（
別
表
1
）

②
各
年
度
に
お
け
る
収
支
の
均

衡
状
態
や
財
政
の
健
全
さ
を
見

る
上
で
の
指
標
と
な
る「
消
費

収
支
計
算
書
」（
別
表
2
）

③
決
算
時
点
に
お
け
る
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
し
た「
貸
借
対

照
表
」（
別
表
3
）の
三
表
で
あ

る
。ま
た（
別
表
5
）に
て「
消
費

収
支
計
算
書
主
要
項
目
の
分
析

表
」を
添
付
。詳
細
に
つ
い
て
は

別
表
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

　

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、前

年
度
比
四
千
百
万
円
の
減
少
、

手
数
料
は
五
百
五
十
万
円
の
増

加
と
な
っ
た
。寄
付
金
は
東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
学
生

支
援
を
目
的
に
、後
援
会
、工
友

会
等
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

約
七
百
万
円
増
加
し
た
。補
助

金
は
エ
コ
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
補

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
計
３
回
の
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
報
告

力
学
分
野
に
お
け
る
学
術
・
技

術
の
進
歩
・
発
展
・
向
上
に
大

き
な
功
績
を
残
し
た
点
が
評
価

さ
れ
た
。

　

同
教
授
が
開
発
し
た
デ
ジ
タ

ル
光
弾
性
法
の
利
用
に
よ
り
、

機
械
部
品
や
構
造
部
材
等
に
生

じ
る
応
力
を
精
度
よ
く
測
定
で

き
る
。
特
に
、
高
速
で
製
造
さ

れ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ム

等
に
生
じ
る
応
力
を
オ
ン
ラ
イ

　

機
械
工
学
科
の
梅
崎
栄
作
教

授
が
7
月
14
日
、
日
本
実
験
力

学
会
の
功
績
賞
（
西
田
賞
）
を

受
賞
し
た
。
独
創
的
か
つ
有
用

性
の
あ
る
デ
ジ
タ
ル
光
弾
性
法

に
つ
い
て
の
研
究
お
よ
び
実
験

梅
崎
教
授
が
日
本
実
験
力
学
会

功
績
賞
を
受
賞

ン
で
測
定
可
能
で
あ
る
。

　

受
賞
に
際
し
同
教
授
は
「
長

年
の
光
弾
性
の
研
究
が
評
価
さ

れ
、
こ
の
分
野
の
世
界
的
権
威

で
あ
っ
た
西
田
先
生
の
名
を
冠

し
た
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は

光
栄
で
あ
る
。
今
後
も
実
験
力

学
分
野
の
学
術
・
技
術
の
進
歩
・

発
展
・
向
上
に
貢
献
し
た
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

教
員
免
許
状
更
新
講
習

全
工
協
会
夏
季
講
習
を
実
施
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た

も
の
づ
く
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

チ
パ
ネ
ル
＝
「
み
や
ナ
ビ
」
で

簡
単
に
検
索
出
来
る
よ
う
に
す

る
も
の
。
年
間
の
掲
載
料
は

五
千
円
。
今
後
は
五
十
店
舗
に

増
や
し
て
い
く
予
定
。
ベ
ン
チ

の
受
注
生
産
は
西
川
博
美
さ
ん

の
発
案
。
町
民
や
観
光
客
が
語

ら
う
た
め
に
配
置
す
る
ベ
ン
チ

を
、
学
生
が
注
文
を
受
け
て
デ

ザ
イ
ン
・
制
作
す
る
と
い
う
仕

組
み
。
十
月
か
ら
受
注
を
始
め

た
。

　

本
学
の
学
生
と
宮
代
町
が

連
携
し
、
学
生
の
ア
イ
デ
ア

を
商
店
街
活
性
化
や
観
光
振

興
に
活
か
す
取
り
組
み
が
始

ま
っ
た
。
学
生
た
ち
が
改
築

し
た
空
き
店
舗
を
活
用
し
た

ス
ペ
ー
ス
を
拠
点
に
、
町
内

飲
食
店
な
ど
の
案
内
サ
ー
ビ

ス
と
ベ
ン
チ
の
受
注
生
産
を

行
う
二
事
業
を
展
開
す
る
。
こ

の
二
事
業
は
、
昨
年
の
「
第

六
回
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
プ
ラ
ン
約
三
百

件
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀

作
品
で
あ
る
。
い
ず 

れ
も
建

築
学
科
四
年
の
学
生
に
よ
る

ア
イ
デ
ア
だ
。

　

案
内
サ
ー
ビ
ス
は
横
山
裕
香

さ
ん
の
発
案
。
商
店
街
の
飲
食

や
物
販
な
ど
23
店
舗
の
詳
細
情

報
を
、
東
武
動
物
公
園
駅
の
西

口
駅
前
に
あ
る
「
ま
ち
プ
ロ
」

店
内
に
設
置
し
た
端
末
の
タ
ッ

ミ
ヤ
シ
ロ
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
ま
ち
プ
ロ
】オ
ー
プ
ン

タッチパネルで町内のお店を検索

霧
箱
の
製
作
を
お
こ
な
い
、
霧

箱
の
中
で
放
射
線
が
飛
び
交
う

様
子
を
見
て
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
感
動
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

午
後
の
部
は
、
セ
グ
ウ
ェ
イ
に

乗
車
し
て
工
業
技
術
博
物
館
へ

移
動
後
、
博
物
館
の
見
学
を
お

こ
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
博
物
館
近
辺
の
放

射
線
測
定
を
体
験
し
、
放
射

線
に
対
す
る
知
識
を
深
め
て

も
ら
っ
た
。

　

恒
例
の
「
中
学
生
科
学
教

室
」
が
、
7
月
28
日
（
土
）

に
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
で

開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
で
10
回
目
を
迎
え
た

本
企
画
は
、「
放
射
線
っ
て
な

に
？
〜
実
験
と
工
作
〜
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
開
催
し
た
。
午
前

の
部
は
、
放
射
線
の
話
と
簡
易 放射線測定実験

中
学
生
科
学
教
室

親
子
も
の
づ
く
り
教
室

関
東
地
区

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
理
科
教
室

物
理
学
会
・
応
用
物
理
教
育
分

科
会
の
主
催
に
本
学
が
共
催

し
、
物
理
教
員
が
担
当
し
た
。

科
学
未
来
館
な
ど
、
複
数
会
場

で
実
施
さ
れ
る
う
ち
の
埼
玉
会

場
に
当
た
る
。
対
象
は
小
・
中

学
校
の
児
童
生
徒
お
よ
び
教
員

で
、
身
近
な
サ
イ
エ
ン
ス
の
原

理
を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
的
に

理
解
す
る
こ
と
と
、
教
育
現
場

で
の
指
導
の
一
助
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
本
学
会
場
で

は
、
「
放
射
線
を
測
っ
て
み
よ

う
」
、
「
放
射
線
を
見
て
み
よ

う
（
霧
箱
工
作
）
」
の
テ
ー
マ

を
行
い
、
21
名
の
参
加
が
あ
っ

た
。
興
味
深
い
体
験
に
驚
き
の

声
が
上
が
り
、
盛
況
の
う
ち
終

了
し
た
。

　

8
月
6
日
（
月
）
、
本
学

8
号
館
に
お
い
て
第
10
回
関

東
地
区
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
理
科

教
室
」
が
開
催
さ
れ
た
。
応
用

加
が
あ
っ
た
。
テ
ー
マ
は
「
バ
ラ

ン
ス
パ
ズ
ル
を
つ
く
ろ
う
」
、

「
紙
で
分
光
器
を
つ
く
ろ
う
」
、

「
お
も
し
ろ
モ
ー
タ
ー
を
つ
く

ろ
う
」
、「
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
を
つ

く
ろ
う
」
、「
二
足
歩
行
紙
ロ
ボ

ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
」
、「
ソ
ー
ラ

ー
ク
ッ
カ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
、

「
紙
で
建
築
模
型
を
つ
く
ろ

う
」
の
7
種
類
。
午
前
と
午
後
で

異
な
る
テ
ー
マ
が
体
験
で
き
、

特
設
の
ペ
ー
パ
ー
モ
デ
ル
コ
ー

ナ
ー
も
人
気
で
あ
っ
た
。
講
師

の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
親
子
で

真
剣
に
も
の
づ
く
り
体
験
を
楽

し
ん
で
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

　

恒
例
の
「
親
子
も
の
づ
く
り

教
室
」
が
8
月
4
日
（
土
）
に
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ
で
開
催
さ

れ
た
。
12
回
目
を
迎
え
た
本
企

画
は
、
主
に
宮
代
町
と
杉
戸
町

在
住
の
小
学
生
対
象
で
、
今
回

は
84
名
（
42
組
の
親
子
）
の
参

霧箱の製作中

　

学
長
に
竹
内
貞
雄
学
生
支
援

部
長
を
迎
え
、
9
／
8
・
15
、

10
／
6
・
13
の
4
日
間
開
催
し
、

宮
代
町
の
小
学
4
・
5
・
6
年
生

36
人
と
保
護
者
が
参
加
し
た
。

子
ど
も
大
学

　
　
　

み
や
し
ろ

真空の実験を見つめる小学生たち

夏
休
み 

カ
ナ
ダ
英
語
研
修

学
生
8
名
が
1
ヵ
月
滞
在
。生
き
た
英
語
を
学
ぶ
。

　

授
業
は
、
午
前
中
4
時
間
。

聞
く
、
話
す
、
す
べ
て
が
英
語

で
行
わ
れ
る
。
午
後
の
野
外
活

動
は
、
カ
ナ
ダ
の
大
自
然
を
体

験
す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
家
族
と
英
語
で

話
し
、
英
語
漬
け
の
日
々
が
続

く
。
1
ヶ
月
の
滞
在
を
経
て
、

9
月
14
日
（
金
）
に
帰
国
し
た

8
名
全
員
の
顔
は
充
実
感
に
満

ち
て
い
た
。

　

英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
と
春
休
み
に
、
生
き
た

英
語
を
学
ぶ
カ
ナ
ダ
研
修
を
実

施
し
て
い
る
。

　

夏
の
研
修
は
、
初
め
て
の
試

み
と
し
て
、
本
学
カ
ナ
ダ
研
修

所
（
ア
ル
バ
ー
タ
州
・
ク
ロ
ウ

ズ
ネ
ス
ト
パ
ス
）
を
拠
点
に
、

提
携
大
学
で
あ
る
レ
ス
ブ
リ
ッ

ジ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
協
力
を
得
て

実
現
し
た
。

【
任
用
】（
9
月
1
日
付
）

◆
吉
野
秀
明
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）

昭
和
35
年
12
月
28
日
生
ま
れ
。
昭
和
60
年

3
月
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究

科
情
報
科
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
博
士

（
理
学
）。
前
Ｎ
Ｔ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
、
理
事
・
主
席
研
究
員
。

◆
樋
口
佳
樹
准
教
授
（
生
活
環
境
デ
ザ
イ

ン
学
科
）
昭
和
50
年
10
月
26
日
生
ま
れ
。

平
成
12
年
3
月
早
稲
田
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
建
設
工
学
専
攻
建
築
学
専

門
分
野
修
士
課
程
修
了
。
博
士
（
工
学
）。

住
ま
い
と
暮
ら
し
の
設
計
舎
代
表
。

◆
大
田
健
紘
助
教
（
電
気
電
子
工
学
科
）

昭
和
55
年
6
月
5
日
生
ま
れ
。
平
成
20
年

3
月
同
志
社
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
知

識
工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
工

学
）。
前
諏
訪
東
京
理
科
大
学
シ
ス
テ
ム

工
学
部
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科
助
教
。

【
昇
任
】（
10
月
1
日
付
）

◆
伴
雅
人
准
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
↓
教
授
に
昇
任

◆
辻
村
泰
寛
准
教
授
（
情
報
工
学
科
）
↓

教
授
に
昇
任

◆
那
須
秀
行
准
教
授
（
建
築
学
科
）
↓
教

授
に
昇
任

【
任
命
】（
9
月
1
日
付
）

◆
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
長
兼
務　

波
多
野

純
学
長

（
10
月
1
日
付
）

◆
機
械
工
学
科
主
任　

村
田
泰
彦
教
授

（
再
任
）

◆
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
主
任　

吉
澤
信

幸
教
授
（
再
任
）

◆
情
報
工
学
科
主
任　

正
道
寺
勉
教
授

（
新
任
）

◆
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
主
任　

川
村

清
志
教
授
（
再
任
）

◆
電
気
工
学
専
攻
幹
事　

青
柳
稔
教
授（
再
任
）

◆
建
築
学
専
攻
幹
事　

黒
津
高
行
教
授

（
再
任
）

◆
留
学
生
別
科
長
兼
担　

古
閑
伸
裕
教
授

（
再
任
）

 

◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
ラ
オ
ス
（
8
／
6
〜
8
／
24
）
／
目

的
＝
ラ
オ
ス
国
シ
ェ
ン
ク
ア
ン
仏
教
寺

院
遺
跡
群
保
存
の
た
め
の
修
復
技
法
に

関
す
る
研
究

◆
田
中
実
准
教
授
（
建
築
学
科
）
／
同
前

◆
波
多
野
純
（
学
長
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ

ダ
（
8
／
15
〜
8
／
19
）
／
目
的
＝
カ
ナ

ダ
研
修
打
合
せ
お
よ
び
レ
ス
ブ
リ 

ッ
ジ
カ

レ
ッ
ジ
公
式
訪
問

◆
鈴
木
仁
講
師
（
共
通
教
育
系
）
／
出
張

先
＝
カ
ナ
ダ
（
8
／
15
〜
8
／
26
）
／
目

的
＝
カ
ナ
ダ
夏
季
英
語
研
修
引
率

◆
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
チ
ェ
ズ
ワ
ー
ス
講
師
（
英

語
教
育
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
8
／
15
〜
9
／
14
）
／
目
的
＝
同
前

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
タ
イ
（
8
／
17
〜
8
／
22
）
／
目

的
＝
日
本
留
学
フ
ェ
ア
ー
に
お
け
る
学

生
募
集
活
動
お
よ
び
Ｋ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
研
究

グ
ル
ー
プ
と
の
共
同
研
究
打
合
せ

◆
岡
野
和
馬
（
総
務
部
付
）
／
出
張
先
＝
タ

イ
（
8
／
17
〜
8
／
21
）
／
目
的
＝
日
本

留
学
フ
ェ
ア
ー
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
張
暁
友
准
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
中
国
（
8
／
13
〜
8
／
22
）
／
目

的
＝
第
２
回
最
適
設
計
と
加
工
に
関
す

る
国
際
会
議
に
お
け
る
研
究
発
表

◆
武
富
為
嗣
教
授
（
専
門
職
大
学
院
）
／

出
張
先
＝
中
国
（
8
／
21
〜
8
／
24
）
／

目
的
＝
第
11
回
中
国
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ミ
ッ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

出
席

◆
伴
雅
人
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
韓
国
（
8
／
26
〜
8
／
29
）

／
目
的
＝
仁
荷
大
学
と
の
共
同
研
究
に
お

け
る
研
究
打
合
せ
と
研
究
設
備
見
学

◆
星
野
坦
之
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
8
／
26
〜
8
／

31
）
／
目
的
＝
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学

と
の
研
究
お
よ
び
国
際
会
議
打
合
せ

◆
吉
澤
信
幸
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
8
／
28
〜

9
／
3
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
医
学
生

物
学
第
34
回
定
期
国
際
大
会
に
お
け
る

論
文
発
表

◆
伴
雅
人
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン
（
9
／
2
〜
9
／

人
事
異
動

国
外
出
張

7
）
／
目
的
＝
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
カ
ー
ボ

ン
材
料
に
関
す
る
国
際
会
議
で
の
研
究
発

表◆
西
村
誠
介
教
授
（
超
高
電
圧
研
究
セ
ン

タ
ー
）
／
出
張
先
＝
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
9

／
2
〜
9
／
10
）
／
目
的
＝
国
際
電
気
標

準
会
議
第
42
技
術
委
員
会
お
よ
び
関
連

会
議
へ
の
出
席

◆
石
川
孝
教
授
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
ス
イ
ス
（
9
／
3
〜
9
／
9
）
／
目

的
＝
第
９
回
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
析
の

応
用
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表

◆
石
原
次
郎
助
教
（
情
報
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
5
〜
9
／
9
）
／

目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
に
て
出
前
授
業
お

よ
び
進
学
指
導

◆
勝
木
祐
仁
准
教
授
（
生
活
環
境
デ
ザ
イ

ン
学
科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
5

〜
9
／
16
）
／
目
的
＝
２
×
４
木
造
建
築

工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の
建
設

作
業
指
導
、
カ
ナ
ダ
研
修
所
お
よ
び
レ

ス
ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
出
前
授
業

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学
科
）
／
出
張

先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
5
〜
9
／
16
）
／
目

的
＝
２
×
４
木
造
建
築
工
房
に
よ
る
カ

ナ
ダ
研
修
所
で
の
建
設
作
業
指
導

◆
野
口
憲
治
助
手
（
建
築
学
科
）
／
同
前

◆
星
野
坦
之
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
8
〜
9

／
15
）
／
目
的
＝
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
技

術
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表

◆
江
藤
香
助
教
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
ス
ペ
イ
ン
（
9
／
8
〜
9
／
15
）
／

目
的
＝
知
識
ベ
ー
ス
、
知
的
情
報
と
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
国
際
会
議
に

て
研
究
発
表

◆
劉　

講
師
（
共
通
教
育
系
）
／
出
張
先

＝
中
国
（
9
／
5
〜
9
／
12
）
／
目
的
＝

華
中
科
技
大
学
と
の
共
同
研
究
の
打
合

せ
お
よ
び
福
州
外
国
語
学
校
と
の
学
生

募
集
に
関
す
る
協
定
締
結
の
打
合
せ
と

同
校
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
中
国
（
9
／
9
〜
9
／
12
）
／
目

的
＝
福
州
外
国
語
学
校
と
の
学
生
募
集

に
関
す
る
協
定
締
結
の
打
合
せ
と
同
校

に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
北
久
保
茂
准
教
授
（
情
報
工
学
科
）
／

出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
9
〜
9
／
14
）

／
目
的
＝
第
28
回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
国

際
会
議
で
の
座
長
お
よ
び
論
文
発
表

◆
吉
田
清
准
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
9
／
22
〜
9
／

28
）
／
目
的
＝
第
58
回
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
電
気
接

点
に
関
す
る
ホ
ル
ム
会
議
に
お
け
る
研
究

発
表

◆
鈴
木
清
教
授
（
も
の
づ
く
り
環
境
学
科
）

／
出
張
先
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
9
／
24
〜

9
／
29
）
／
目
的
＝
国
際
砥
粒
加
工
学
会

で
の
論
文
発
表
・
国
際
砥
粒
委
員
会
出
席

◆
二
ノ
宮
進
一
准
教
授
（
機
械
工
学
科
）

／
同
前

◆
波
多
野
純
（
学
長
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
4
〜
10
／
7
）
／
目
的
＝
華
中
科
技

大
学
創
立
60
周
年
記
念
式
典
出
席

◆
柳
澤
章
（
副
理
事
長
）
／
同
前

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
同
前

◆
劉　

講
師
（
共
通
教
育
系
）
／
同
前

◆
星
野
坦
之
教
授
（
創
造
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
10
／
10
〜
10
／

16
）
／
目
的
＝
天
津
復
印
研
究
所
で
の

技
術
講
演
ほ
か

◆
鈴
木
宏
典
准
教
授
（
も
の
づ
く
り
環
境

学
科
）
／
出
張
先
＝
韓
国
（
10
／
14
〜
10

／
17
）
／
目
的
＝
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
・

人
間
・
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ク
ス
国
際
会
議
で

の
研
究
発
表

◆
岡
崎
昭
仁
助
教
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
10
／
14
〜
10
／
19
）

／
目
的
＝
同
前

◆
吉
田
清
准
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ア
メ
リ
カ
（
10
／
15
〜
10
／

21
）
／
目
的
＝
国
際
電
気
標
準
会
議
Ｔ
Ｃ

94
委
員
会
へ
の
出
席

◆
神
野
健
哉
教
授
（
電
気
電
子
工
学
科
）

／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン
（
10
／
20
〜
10
／

28
）
／
目
的
＝
2
0
1
2
年
非
線
形
理
論

と
そ
の
応
用
に
関
す
る
国
際
会
議
に
参
加
、

研
究
論
文
発
表

◆
木
村
貴
幸
助
教
（
電
気
電
子
工
学
科
）

／
同
前 「

き
っ
か
け
」に

感
謝

　

将
来
、
ど
の
職
業
に
就
き

た
い
の
か
明
確
に
な
っ
て
い

る
方
は
、
必
要
な
資
格
の
種

類
を
確
認
し
、
今
か
ら
準
備

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

実
務
経
験
の
有
無
な
ど
の
受

験
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
学

科
に
よ
っ
て
は
卒
業
後
す
ぐ

受
験
で
き
る
資
格
も
あ
り
ま

す
。
日
常
生
活
の
リ
ズ
ム
を

少
し
変
え
る
だ
け
で
準
備
の

時
間
は
作
れ
る
も
の
。
あ
な

た
の
や
る
気
に
家
族
や
友
人

は
き
っ
と
応
援
し
て
く
れ
ま

す
よ
。

　

10
月
に
1
級
土
木
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験
の
実
地
試

験
を
受
験
し
ま
し
た
。
現
在

の
広
報
編
集
業
務
で
活
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

受
験
の
き
っ
か
け
は
「
工
事

車
輛
に
関
す
る
幼
稚
園
児
か

ら
の
質
問
」
で
す
。

▼
日
本
経
済
新
聞
の

「
春
秋
」（
2
0
1
2
・

9
・
8
）
に
興
味
深
い

コ
ラ
ム
が
出
て
い
た
。

▼
以
下
文
を
引
用
す

る
。「
も
う
だ
い
ぶ
前

か
ら
だ
が
、
日
本
酒

の
お
燗
を
全
部
熱
燗

と
呼
ぶ
飲
食
店
に
、
し
ば
し
ば

出
く
わ
す
。
そ
し
て
実
際
に
、

や
っ
て
く
る
お
銚
子
は
手
も
触

れ
ら
れ
ぬ
熱
さ
な
の
だ
。（
中
略
）

キ
ン
キ
ン
に
冷
や
し
た
の
か
ヤ

ケ
ド
す
る
よ
う
な
高
温
か
の
二

者
択
一
で
は
オ
ジ
サ
ン
は
困

る
。」
▼
つ
ま
り
、酒
に
は
人
肌
、

ぬ
る
燗
、
そ
し
て
上
燗
の
よ
う

に
熱
さ
を
段
階
ご
と
に
表
現
す

る
言
葉
が
存
在
し
、
そ
の
微
妙

な
熱
さ
加
減
に
よ
っ
て
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
酒
の
味
わ
い
方
が
違

う
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

▼
確
か
に
、
こ
の
ご
時
世
で
は
、

物
事
を
単
純
化
す
る
傾
向
が
強

い
。
政
治
の
世
界
を
見
て
も
、

白
か
黒
か
を
ま
る
で
競
い
合
っ

て
い
る
か
の
よ
う
な
光
景
だ
。

▼
ま
さ
か
、
そ
の
悪
し
き
流
れ

が
季
節
に
影
響
が
出
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
日
本

の
四
季
は
消
滅
し
た
か
の
よ
う

だ
。
暑
い
時
期
と
寒
い
時
期
と

二
分
割
し
た
ほ
う
が
わ
か
り
や

す
い
か
ら
困
っ
た
も
の
だ
。
▼

そ
れ
が
因
と
な
り
、筆
者
は
、「
中

庸
」
な
る
言
葉
に
惹
か
れ
る
昨

今
で
あ
る
。【
信
】

編 集 後 記

第7回ビジネスプランコンテスト
11/2（金）表彰式と特別講演会を開催

　応募総数101件、応募者数187名のビジネスプランよ
り、25件が書類審査を通過し、9月18日（火）にビジネスプ
ランコンテストが実施された。
　プレゼンテーションによる最終審査により、優秀賞10
件、奨励賞4件、努力賞6件が決定され、優秀賞10件より、学
長賞・ＮＩＴＥＣ埼玉産学交流会賞・川口信用金庫賞・宮
代町長賞・審査員特別賞・産学連携起業教育センター長賞
が決定された。
　尚、表彰式・特別講演（トヨタ自動車の製造と品質確保）
は、11月2日（金）12：30～　本学学友会館にて開催する。

11/10（土）開催。全国から188台が参加
　自作スターリングサイクル機器の性能とアイデアを
競う競技会、今年も本学で開催される。青少年の工学に
対する興味・関心の喚起と関連技術の発展・向上を目
的としている。今年は人間乗車、RC（無線操縦）、宙返り
耐久、ミニ速度、マイクロ、クーラ（3V・100V）の７クラ
スに、合わせて188台
の車両が全国から参
加予定。主催はスター
リングテクノラリー
技術会、（社）日本工学
教育協会で、本学も協
賛。

第16回スターリングテクノラリー開催

人間乗車クラス（昨年）

第
1
日
目
は
、
大
学
の
Ｌ
Ｃ
セ

ン
タ
ー
で
、「
電
子
顕
微
鏡
で

の
ぞ
く
身
近
な
微
生
物
」（
鈴

木
学
助
手
）、
工
業
技
術
博
物

館
で
「
蒸
気
機
関
車
を
知
ろ
う
」

（
工
業
技
術
博
物
館
の
先
生
方
）

を
学
習
し
た
。
第
2
日
目
は
宮

代
町
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
・
郷
土

資
料
館
で
「
昔
を
調
べ
る
・
体

験
す
る
」（
横
内
美
穂
先
生
）

を
学
ん
だ
。
第
3
日
目
は
物
理

実
験
研
究
棟
で
「
空
気
の
ふ
し

ぎ
な
力
」（
共
通
教
育
系
物
理

の
先
生
方
）、第
4
日
目
は
「
蒸

気
機
関
車
を
体
験
し
よ
う
！
」

（
工
業
技
術
博
物
館
の
先
生
方
）

で
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
乗
車
も
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
、
有

意
義
で
あ
っ
た
。

急流を下るラフティング体験

宮代町
だより
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